
青森市における交通ネットワークの現状と課題

生段

1 .はじめに

交通ネットワークの整備の充実を留ることは、私たちがより快適な生活を送るために、また生活

領域をrt.げるということから ミと忠われる。本論文では、青森市における市内の交通

ネットワークと、県外の主要部市とを結ぶ都市開交通ネットワークの現状と課題について考察する

ことを呂的とする。特にパス交通と鉄道交通じっし なお「交通ネットワークjとは、

本論文では地表上の交通網だけで江く、利用者数や運行本数など交通網の形成要素をも含めた交通

{本系とし ることにする。
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立.市内交通ネットワークの現状

( 1 )パス交通

青森市営パスの交通ネットワークは、市の中心部か込致事I状に発通しているのが特徴である(関

1 )。表1 と、最も運行本数が多いのは、人口の多い地区長通り、両xf~常業所を発再点と

る7.新域掠である。届道4 • 7号線長通り、青森駅と 12.新町線、 13.

道謀、 15.青擁線も辻較的運行本数が多く、パス交通ネットワークの中心になっているといえる。

反対に、人口の少ない郊外地区の蕗棟は運行本数が少なく、時間が制約されることか告も

ると患われる。
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くス時刻表、青森市交通部「享或8年度事業既要叫より作成

注:表中の番号は図1の番号と 運行本数は平日の本数。

れ 18.青森空港擦の運行本数は、 J設パスも
必 46. 福社増進センタ一線は、平或9年{こ新設。
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fスの総利用者数は減少額向にある。自家用車の所有率の増加による影響とともに、

時や渋滞時のパスの連廷もまた、その要圏となっていると考えられる。各路線の利用者数は、ほと

んどが運行本数に比例している(表 1)0 しかし、鉄道の通っていない人口の少ない郊外地底の路

線では、パスに頼らざるをえないので、年間利用者数に比べると 1本当たりの利用者数が多い。ま

た32.横内環状線は、特に住宅が密集している地民を通るため、運行本数に比べると利用者数が多

いという例外的な路擦となっている。

このように、市内のパス交通ネットワークは郊外路隷の運行本数が少なく、時間の制約が生活上

の問題点となっている。また、郊外から郊外への直通のパス路線が少なく、乗り換えという不置さ

も生じてい

(2)鉄道交通

J 誌の東北本練・奥羽本線・津軽線の3路糠から成る青森市内の鉄道交通ネットワークは、人口

の多い市高地中心部に駅が存在しないことから、人口の少ない郊外の住民にとって便利なものと

なっている。そのため、中心部の方がより発達しているパス交通ネットワークと捕完的役割を果た

しているといえる。普通・快速を合わせた運行本数辻、八戸・弘前など県内の{患の主要都市とを結

ぶ東北本線 (38本〉と奥羽本線 (39本〉に比べて、地方交通線としての性格を持つ津軽線 (18本)

辻少ない。しかし3路線とも、大都高の鉄道の運行本数に比べると少ない方であり、 1度乗りj壊れ

ると次の列車まで1'-'2時間待たなければならず、不便である。

関2の利用者数を晃ると、無人駅である新青森訳、東青森訳、小椋駅、矢田前駅の利用者数が比

較的多くなっている。これ与の4駅は人口の多い地区iこあるのと同時に、現辺に学校が立地してい

るため、溜学による利用も多いという特徴がある。

750入 東青議駅
271人

青森市企画財政部企画課整課

533人

保ム申は無人駅を表す

fわたしたちのまち 青い森 21世紀創造プラン」より引用

函2 駅の 1日治たりの利用者数(平成s年)
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市内の鉄道交通ネットワークは、長い駅間距離、運行本数の少なさ、無人駅の多さから、大都市

型の鉄道交通ネットワークに比べるとかなり不便であると考えられる。

旧都市間交通ネットワークの現状

( 1 )パス交通

青森~議開問を結ぶあすなろ号は1日に往後12本走り、 f新幹掠への接続パスiという役割を来

たしている。青森~仙台間を結ぶフγLt-シティ号は1日8本走り、交通渋滞時の迎行を避けるため

に、出発時五IJが早朝または夕方になっている。青森~東京間を結ぶラ・ブォーレ号法、夜行パスと

して1日2本造ってい

高速ノてスの全体的な利用者数試減少傾向にあ しかし、ラ・フォーレ号の利用者数だけは例外

で、わずかながら増加している。同じ喪行である と比較すると、

いが、う・フォーレ号の運賃は寝台特急列車の半分以下であり(表2)、そのことが科患者数の増

加につながっていると患われる。現在の都市開ノ〈ス交通ネットワークを維持していくためには、

、という科点を生かすことが必要で‘あると患われ

表2 高速パスと JRの所要時間・運賓の比較

断饗時欝
選貫)1 高速パス 1 J R (特忽・薪幹線〉

2時間52分 2時間10分

~i~的 4持関50分 2時間54分

ムヨ (5，600円} (10，630再〉

4時間31分

(16， 630p:j) 

持~東 ※S葉台特急の場合

(2)鉄道交通

らは、盛岡・拙台・東京や秋田方語、北海道へのアクセスが可能な部事関鉄道交通ネッ

トワークが形成されている。連行本数と頭要時間ともに、議開や東京を結ぶ東北本線の充実震が、

f胞の路線に比べると高くなっている。しかし、乗り換えによる時間の口スという不硬さもある。秋

田方面や北海道への交通ネットワークもト分発達していると誌いえず、時間的な記からも
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る。最近では航空交通ネットワークの整備が充実してきているため、今後はf司法性とサーピス面の

向上が望まれる。

青森市内のおの駅の中で特急列車の停車釈は、吉森駅を除くと浅虫温泉駅だけであるが、この駅

にはすべての特急列車が止まるというわけではなL、つまり、青森市民が地摂の大都市等へ鉄道交

通を利用して出かける時は、大部分の人は青森喜記から乗車することになる G そのため、市内交通

ネットワークとの関連が重要になると考えられ

IV.交通ネットワーク充実の対策

( 1 )市内交通

パス交通、鉄道交通ともに運行本数の少なさが不便な点として£ぜられるが、 i弱者とも利用者数

が減少傾向にあるため、大幅な運行本数の増加は難しいと官、われる。しかし、通常の時間帯のダイ

ヤを手IJ定者数の多い通勤・通学の時間帯iニ移行することはある程疫可能であると患われるので、こ

のような対策をとり、まず扇動・通学の時間帯のダイヤを充実させることが望まれ

パス交通の渋滞時の遅延は、パス交通において最大の課題とされる「定時性の確保」につながる

問題点である。この対策として、現在の南北織の道路を有効に利用できる東西紬の道蕗の繋備を強

化することが考えちれている(図3)0 東西を結ぶ交通ネットワ…クを充実させることで、環状線

も形成され、交通渋滞の援和記つながると4思われ

その地の対策として、奥羽本録と津軽線の複線花、市指地中心部とヤ…ド跡地への新訳設雷、

森駅前とヤ…ド跡地を交通の拠点とした新たなパスターミナルの整備などが考えられる。

交通{本系(道路〉 交通体系〈パス路韓関・鉄道)

4 

o 5km 
if [ r I J 
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幽醐剛現在の道路

今後整備される道諸

cニココ今後整備されるパス路線

0-=-=喝鉄道
現駅 新駅

青森市企画i財政部企画調整課
…わたしたちのまち 青い森 21世紀創造ブランJより引現

図3 交通体系の骨格
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(2)都市間交通

都市間交通ネットワークへの最大の対策として考えられるのは、東北新幹線の盛岡~青森聞の開

通であるO これによって、乗り換えによる時間のロスが解消されるだけでなく、青森~東京間の最

短所要時間が約2時間ほど短縮されることになるO また、鉄道交通の利点である高速性をさらに生

かすことができ、青森市民にとって東京は日帰り圏になり、東京がより身近に感じられるようにな

るのであるO しかし、今後は航空交通との競合という問題が生じると予測されるので、運行本数の

充実なども対策として取り入れなければならない。

また、秋田方面や北海道への交通ネットワークの充実のために、奥羽本線と津軽海峡線の全線複

線化が考えられるO これは時間短縮、運行本数の増加、ダイヤの充実につながる対策であろうO

高速パス交通では、乗客サービスの徹底を図ることが対策として考えられる。これによって、利

用者が求める快適性を高めることができる。

v.まとめ

青森市の市内交通ネットワークは、バス交通と鉄道交通が補完的役割を果たしているが、運行本

数の少なさなど不便な点も見られた。毎日利用する人が多いため、より生活に密着した交通ネット

ワークを形成するための対策が要求されるO

都市間交通ネットワークのうち、特に東京・仙台・盛岡の各都市とを結ぶ交通ネットワークの充

実度は高いが、乗り換えの不便さなどが生じている O 市内交通に比べると長距離で、利用頻度も低

いと思われるので、高速性と快適性を重視した対策が望まれるO

青森市をより快適な都市にするために、総合的な都市計画の一環として、市民の生活に対応した

機能的な交通ネットワークの整備を今後の課題とすることが重要であろう O

最後に、本論文作成にあたり御指導して下さった水野裕先生、後藤雄二先生に厚く御礼申し上げ

ます。
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